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1一一太陽と月（天室の明暗）
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日時分
11149　rヒ（南40δ7！）と月と合・

21134　ホ：（南7e2t）と月と合

5525天（南5052’）と月と合
6　9　6金（南4014つと月と含

73一火星力尽衝
12　14一　 火星力；近日黒占

151．619　海（北5。2！）と月と合

18　5　4　火（北7。45’）と月と含

21　4　0・オく（斗ヒ5e58ノ）と月と．合

2221一　天王星が會合
25　15　一　　フk（南14ノ）と天と．合

27　16　一　　金星力｛近日黒占

2721一　水星が外合
29　　0　18　　＝1二（南5c27ノ）と月　と・合f

2918一　水星が昇女卑

・晴瑠月出（星座）
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月　漫

時　分　　　　　　時分
4　0　（みつかめ）　15　47
4　3：1　（う　　を）　16　59

5　5　　　ク　　　18　10
5　39　　　ク　　　19　22
6　15　（ひつ　じ）　20　33

6　，55　！！　21　4Lt
7　41　（う　　　し）　22　46

832　　ク　　 一・・一

9　　28　　（注、　ナこ　ご）　　23　　44

10　　27　　　　　　ク　　　　　　　0　　34

11　L？6　’1　1　　16
　24　Cv・　u）　；　or　2

13　21　A　2　21．
14　　17　　（「t／　　　　s）　　　2　　50

ユ『 @12　（プくA’　き）　　3　］7

16　9　（し　　tS）　3　41
】7　6　（を　と　め）　4　7
】8　5　　　ク　　　　4　34
19　6　　　ク　　　　5　3
19　59　（てんびん）　to　34

21］2（さそb）　6】6
22　　14　　．　　　ク　　　　　　7　　2

　　‘」（へびつかひ）757
一　　　 （い　　て．’）　　　8　　58

0　1　’　．　　’　10　4
0　　46　　（や　　　ぎ）　　11　　13

1　24　（みつかめ）　】2　23
1　　58　　　　　ク　　　　　13　　32

2　　　1　　（う　　　　を）　　】4　　41

3　2　　　ク　　　15　51

新　月4月3日21時11分
上弦11日2時42分

満月4月19日6時工0分
下弦26日13時20分
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四月の星座一夜話L：Leol
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　憤怒のヂュ1／1は薮にネミアの谷へ一一頭の獅∫●を逸るのでした．

　間もなく此の谷の附近は恐怖の妖氣ですつかり蔽はれなければならないの
でせう．

　牛や羊の骨が日に日に幾十頭となく此の荒獅’J a）兇暴な顎に噛み伸かれる

のです．しばしば人命が好餌となって暗影の様に清化して行くのです．地殼

の一部が此の獅子の頭部でせう．＿＿＿
　ヘリコンを吹きおろす嵐が此の怪物の波打つ騒です＿＿．＿．．恐らく其の火

を吐く巨r1は冥府へ通じて居るのでせう．

　女耐ヂ＝．1／1の愛慾の呪ひが將に此の怪獣の惨禍です．

　そして愈ミヘルクレスの蓮命が此の狂暴の眞只中に曝されなければならな

いのです．ネミアの谷は今は不吉に燃え．ヒリ飛び散る業火は流星の雨となっ

て此の．世紀に迫るのでした．彼に與へられた生命の掟としてヘルクレスは此

の怪獣の毛皮を持ち婦らなければならないのです，

　天の大仁ヂ、ピタ1の愛が王女アルクミ1二に蒙徴されて地上に生を與へ

られたへルクレスにとっては既にヂュi／1の敵意が生れながらにして命懸

けの冒険を課して居るのです．
　Zlや長じて勇粥＝をうたはるるヘルクレス暗＝E　；L　1リ7．シュiスの命を受けて

ネミアの獅子に向ふのでした．黄昏が夜に入り闇に入って此の力士は叢森の

中に怪獣の砲曝を待つのでした．＿＿＿．，彼の力にのみ許される剛弓・撤撹を

根こそぎにした棍棒．．．＿．．．．．．．満を持するヘルクレスの噛裏に今租父なる人

勇十かのべ’レセウスの風貌が弓手します．

　鐵板の様に強靱な彼の胸部が翻かに闇を吸って精氣を孕むのです・

漸て此の静寂が雷雨を呼ぶことでせう．＿．＿＿．．ネミアのiβij了’は火焔を吐

くのですから．＿＿＿．女のリンキの様に．


